Innovative overseas teaching practicums in pre-service training : The case of local public/private schools in Vienna, Austria by 本田, 勝久 et al.
ウィーン海外教育実習プログラム
―異文化交流を通した高度教育実践―
本田勝久1)　 青山拓実2)　 木田祐資3)　 田所貴大4)
1) 千葉大学教育学部　　2)島根大学外国語教育センター  
 3)千葉大学教育学部附属小学校　　4)東京学芸大学大学院連合教育学研究科
Innovative overseas teaching practicums in pre-service training:
The case of local public/private schools in Vienna, Austria
Katsuhisa HONDA1)　　 Takumi AOYAMA2) 
Yusuke KIDA3)　　 Takahiro TADOKORO4)
1)Faculty of Education, Chiba University 2) Center for Foreign Language Education, Shimane University 
3) Elementary School Attached to the Faculty of Education, Chiba University 
4) The United Graduate School of Education, Tokyo Gakugei University
　千葉大学教育学部では，海外の小学校および中学校での実習体験を通して異文化理解能力を高めるとともに，教育
実習を学生自ら企画・運営することによって，マネジメント能力を身につけるプロジェクト「海外教育実習」を実施
している。学生たちは，自発的にこのプロジェクトに参加し，海外と日本の教育システムの違いや海外での学校教育
の状況を学び，今後の教育実践や研究活動に活かしたいと考えている。海外での教育を学ぶことは，教職を志す学生
にとって大変貴重な経験であり，海外教育実習をすることを通して得られる大きなメリットでもある。海外教育実習
を経験した学生の成長は，基本教育実習をはるかに凌ぐものであり，実習先からも大変高い評価を得てきている。 
　本稿では，2014年度と2015年度にオーストリアのウィーンとチェコのプラハで実施した海外教育実習プログラムを
紹介するとともに，その成果を報告する。
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1.はじめに
　文部科学省 (2012) は，「教職生活の全体を通じた教員
も資質能力の総合的な向上方策について（答申）」にお
いて，グローバル化に対応した人材育成が求められる中
で教員自身もグローバルなものの見方や考え方などを身
に付ける必要があることを指摘している。そのため，教
職課程を置く大学においては，教職課程の質の維持・向
上を図りつつ，要件を満たせば学生が海外に留学した際
に取得した単位を教職課程に係る単位として認めていく
ことや，教員を志望する学生の海外留学を促進すること
などを提言している。特に英語教員志望に対しては，指
導力向上のため海外留学を積極的に推進することが求め
られている。
　千葉大学では，激しく変化する社会における大学機能
の再構築として，「大学改革実行プラン～社会の変革の
エンジンとなる大学づくり～」（文部科学省, 2012）に
基づき，グローバル化に対応した人材育成のために，拠
点大学の形成や学生の双方向交流の推進などによる大学
の国際化や，TOEFL/TOEICの活用や英語による授業
などの教育システムのグローバル化を進めている。
　千葉大学教育学部でも，答申において提言された事項
を踏まえ，グローバル人材育成のための教員養成におけ
る新規開講科目や履修基準について検討を重ねてきた。
また，小学校教育課程に教科として外国語（英語）が追
加されることに伴い，小学校教科および教職科目の履修
基準を見直し，カリキュラム改正を審議してきた。その
一つが「海外教育実習」であり，海外の小中学校での実
習体験を通して学生の異文化理解能力を高めるとともに，
教育実習を学生自ら企画・運営することによって，マネ
ジメント能力を身につけるプロジェクトとして実施して
いる。千葉大学教育学部英語科では，仮想的な教授訓練
から実践的な教授活動へと移行する高次元の実習として
海外教育実習を位置づけ，その意義と有効性を検証して
いる（本田・山本, 2013）。
　本稿では，2014年度と2015年度にオーストリアのウィー
ンとチェコのプラハで実施した千葉大学教育学部の海外
教育実習プログラムを紹介するとともに，2014年度およ
び2015年度の参加者による活動の振り返りを通して，参
加者の成長や学びについて議論する。
2.ウィーン海外教育実習
2.1プログラムの概要
　本プログラムは2002年度から2009年度まで，大阪教育
大学教育学部小学校教員養成課程総合認識系のプログラ
ムとして行われていた。2002年度から2009年度にかけて
行われた本プログラムのうち，オーストリア・ウィーン
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における海外教育実習は，大阪府羽曳野市とウィーン13
区との姉妹都市交流も支えていた。ウィーンを訪問する
学生が大阪府羽曳野市の親善大使としてウィーン13区区
役所を表敬訪問した。2010年度からはプログラムを実施
の場を千葉大学教育学部に移し，今年度で８回目を迎え
ようとしている。本プログラムは，教育学部に所属する
学生のうち，小学校外国語活動を担う教員または中・高
等学校の英語教員を目指す学生および大学院生を対象と
して行ってきた。学生は海外に滞在し，その期間を利用
して現地の小学校および中等学校を訪問，日本文化を紹
介する授業を行った。また，学生自身が中心的な役割を
担い，プログラムの企画から運営までを行った。
年　度 参加者数（実習先学校数）
平成28 (2016) 年度 計 4名（計　5　校）
平成27 (2015) 年度 計 11名（計　6　校）
平成26 (2014) 年度 計 15名（計　5　校）
平成25 (2013) 年度 計 11名（計　5　校）
平成23 (2012) 年度 計 5名（計　5　校）
平成22 (2011) 年度 計 6名（計　5　校）
平成21 (2010) 年度 計 6名（計　5　校）
平成20 (2009) 年度 計 6名（計　5　校）
表１.過去７年間の当該プログラム
　本プログラムの中で，学生が海外の文化に触れること
で異文化理解能力を高め，英語での授業を通して英語の
コミュニケーション能力を育み，加えて協同作業により
チームワークを身につけることを期待している。大阪教
育大学における海外教育実習では，オーストリア，ニュー
ジーランド，フィンランド，台湾（台北・台中）が滞在
国であった。千葉大学においてはオーストリア（ウィー
ン）における海外教育実習を引き継ぐとともに，新しく
チェコ（プラハ）やハンガリー（ブダペスト），韓国（清
洲）や台湾（台北）での実習を加え，教育学部全体さら
には全学研究科でのプログラム実施を計画している。
2.2プログラムの内容詳細
2.2.1プログラムの目的
　以下の目的とプログラム内容を達成するために，参加
学生および院生は小グループを組んで準備および授業な
どを実践する。プログラムが少人数制であることと，プ
ログラムの企画運営を学生自身が担っていることから，
プログラムの管理には大学教員があたり，プログラムの
指導，渡航中の引率などは大学教員が責任をもって行っ
ている。
 ・ 海外での実習経験を通して，参加学生の異文化理解
能力を高める。
 ・ プログラム遂行のために英語または中国語を使用す
ることで，他言語でのコミュニケーション能力を高
める。
 ・ 学生同士が協力しあうことで，チームワークを身に
つける。
 ・日本文化を発信する。
 ・日本と海外の学校間交流を促進する。
2.2.2プログラムの特色
　日本社会のグローバル化に伴い，教育現場もグローバ
ルな教育へ転換している。そのような教育現場に対応す
るためには従来の教員養成に加えて，異文化理解能力や
英語でのコミュニケーション能力を育む教職課程の必要
性は明らかである。本プログラムにおいては，海外滞
在中に学生が現地の人とのふれあいなどを通して，異文
化理解能力を高める機会が豊富にある。また訪問先との
打ち合わせや授業実践のために英語を用いる機会が多く，
英語でのコミュニケーション能力を高める機会も多い。
このように，現在必要とされている異文化能力や英語で
のコミュニケーション能力を育む教職課程の一翼を本プ
ログラムが担うと考えられる。
　また，訪問先の初等および中等学校で日本文化の紹介
授業を行うことは，日本文化の発信にも寄与していると
考える。特に本プログラムでは，中央ヨーロッパの普段
日本文化との関わりが少ない地域の小学校で訪問授業を
行っている。ものめずらしい日本文化に対し子どもたち
が示す興味・関心は非常に強く，子どもからだけではな
く，訪問する小学校の先生方からも継続的にプログラム
を行ってほしいとの評価を得ている。加えて，過去に訪
問した海外の小学校のいくつかは，日本の小学校と姉妹
校協定を結んでいる。そのような学校においては日本文
化の紹介授業に加えて，日本と海外の学校間交流を促進
するための授業を行い，日本と海外の子ども間のコミュ
ニケーションの試みを行なっている。
2.2.3プログラムの学習成果や語学水準等の到達目標
　千葉大学教育学部ではTOEFL-ITPの受験を，中学校
教員養成課程英語科のカリキュラムに必修として組み込
んでいる。530点以上の点数を有した学生には２単位を
認定している。本プログラムではこの言語水準を到達目
標としている。参加学生にはこの目標を意識させ，積極
的に英語を使用するよう指導を行なっている。
2.2.4プログラムの効果
　2008年度，2009年度，2010年度に本プログラムに参加
した学生に対しインタビュー調査を行った。インタビュー
では，1) プログラムを通して学んだことや成長したこと，
2) プログラムがその後の学生生活や進路選択にどのよ
うに活かされるかについて質問した。
　1) に関しては，英語でのコミュニケーションについ
て多くを学んだという回答が多く，次に日本と海外の文
化や教育の違いについて学ぶことができたという答えが
あった。
　2) に関しては，今までの学生生活であまり触れるこ
とのなかった海外の文化について興味・関心を持つよう
になったという回答があった。その他にも海外での実習
経験を経て教職に就くということを再度考えるように
なった（自分の教員としての資質を問い直すようになっ
た）という声が聞かれた。
　このインタビューの結果から，本プログラムは目的と
して掲げる「異文化理解能力や英語でのコミュニケーショ
ン能力を備えた教員の養成」に対し，効果をあげている
のではないかと考える。
　また長年訪問先として協力していただいている学校か
らは，本プログラムに対し大きな理解を得ている。特に
日本文化を紹介するという面に対し，海外の学校からの
要望が強く，また子ども自身からも日本人学生が毎年行
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う日本文化の授業を楽しみにしているという声が上がっ
ている。このことから，本プログラムが日本文化の発信
という役割を果たしていると言える。
2.2.4参加学生への単位付与の枠組み
　本プログラムをとおして，学部学生の単位の付与は行っ
ていないが，千葉大学大学院教育学研究科学校教育学専
攻では，授業として単位認定をしている。（資料1）
2.3プログラムの実施体制
　本プログラムに携わる教職員は，これまで何度もヨー
ロッパを訪問し，多くの研究者や教育者との共同態勢の
素地を作ってきた。2007年度に研修を行ったベルギー
ルーバン・カトリック大学（UCL）英語コーパス言語
学センターのシルビア・グレンジャー博士の協力を得る
とともに，学生が実習を行う学校の指導体制は整ってい
る。2013年度にウィーンで行われた海外教育実習プログ
ラムの実習校での担当者は，
ルドルフ・シュタイナー学校（マリーン・サディチョウ
先生），ドミニカーナ学園（アンドレア・ヘベンストレ
イト先生），テレジアヌム学園（マグライナー・フォヘェ
イン先生），ゲーテ・ギムナジウム（フローシルビア・
ゴリツァー先生）である。
2.3.1プログラムの管理体制
　上記の通り渡航中はプログラムの責任者が随員として
参加学生とともに行動を行う。緊急連絡網を作成し，渡
航中に緊急事態が起こった場合，現地で学生同士の連絡
が速やかに取れるようにするとともに，参加学生の家族
ともすぐに連絡が取れるような体制を用意している。
2.3.2プログラムによって派遣する留学生の募集・選考
基準，選考方法
　募集は「英語教育に関わる教員を目指している学生」
を対象としており，その他の選考基準は特に設けていない。
2.3.3プログラム参加後のフォローアップ体制
　プログラム終了後，学生が中心となり海外教育実習報
告書を作成し，プログラムで経験したことの振り返りを
行うよう指導している。またプログラム報告会を行い，
次年度以降に本プログラムに参加を希望している学生に
対する説明会とし，プログラムの継続的な実施を計画し
ている。また，課程認定大学における大学間の連携を視
野に入れ，海外教育実習のプログラム体制や成果などの
情報は共通の研究会で情報提供と情報の共有をしている。
この研究会には他大学や他機関の研究者ならびに教育者
も参加しており，教員養成や教育実習，さらには教員の
資質能力に関して，これまで数回の研究協議を重ねてき
た。また，研究発表会（研究授業）やワークショップ及
び教員研修会を企画しており，建設的な議論を進めてい
る。これまでの研究過程で，海外の研究者ならびに教育
者とも共同研究を実施してきた。今後も研究協力を継続
していくことで合意を得ている。研究成果は，国内では
主に大学英語教育学会 (JACET)，全国英語教育学会
（JASELE），小学校英語教育学会 (JES)，日本児童英語
教育学会 (JASTEC)，関東甲信越英語教育学会 (KATE)，
外国語教育学会(JAFLE)，国外では東アジア教員養成国
際コンソーシアム (ICUE)，Asia TEFLなどの世界大会
で発表している。
 ・ 第50回大学英語教育学会記念国際大会シンポジウム
「小学校外国語活動を指導できる教員の養成－質的水
準を目指して－」本田勝久・粕谷恭子・建内高昭・
松宮奈賀子，2011年9月2日，於：西南学院大学
 ・ The 3rd East Asian International Conference on 
Teacher Education Research. “Pre-service Training 
Standards for Foreign Language Activities in 
Japan” HONDA Katsuhisa, TAKEUCHI Takaaki, & 
KASUYA Kyoko. Friday 7th, December 2012, East 
China Normal University（華東師範大学）
2.3.4プログラムの点検・評価の計画　
　報告書を通して，本プログラムの改善すべき部分を明
らかにする。
2.4学生への支援　
2.4.1使用言語及び言語に関する配慮
　本プログラムで行う訪問授業は基本的に英語で行われ
る。参加学生の英語力に関しては，学生の多くが英語教
員ないしは英語教育に関わる教員を目指している学生で
あるため，ある程度の英語力を有している。加えて，本
プログラムは，英語でのコミュニケーション能力を高め
ることも学生が学ぶことと考えている。そのため，本プ
ログラムでは言語に関する配慮は特にしていない。
2.4.2修学に係る教育・指導体制
　教員はプログラム全体を通し，随時指導を行う。特に
毎回の訪問授業後に行われるミーティングにおいて，良
かった点や改善すべき点などのフィードバックを行う。
2.4.3生活面の支援
　本プログラムでは，学生はアパートでの共同生活を行
うこととしている。前年度の参加学生から，共同生活に
おける重要な点を引き継ぐよう指導をし，短期間ではあ
るが住み慣れない土地で生活が円滑に進むよう配慮をし
ている。
2.5年間スケジュール
　本プログラムで行う訪問授業は基本的に英語で行われ
る。参加学生および大学院生は，TOEFL ITPなどの受
験を義務づける。参加学生の英語力に関しては，小学校
教員養成課程「小学校英語選修」および中学校教員養成
課程「英語科」でのカリキュラム（履修基準）である
530点程度を想定する。加えて，本プログラムは，英語
でのコミュニケーション能力を高めることも学生が学ぶ
ことと考えている。そのため，本プログラムのコーディ
ネータは，訪問前およびプログラム全体を通し，随時言
語指導を行う。募集は，教育学部学生および全研究科院
生を対象とし，以下のスケジュールにて募集およびプロ
グラムを実施する。
・9月: 学生募集開始
・10月: プログラム参加学生決定，オリエンテーション
・11月～2月: 訪問学校決定，渡航準備，訪問授業準備
・2月～3月: 渡航，訪問授業
・3月: 報告書作成，報告会実施
3.2014年度のウィーン海外教育実習
　本節では，2014年度に実施したウィーンでの海外教育
実習の取り組みを紹介する。
 ・ 交流学校などの情報（計5校）: ルドルフ・シュタイ
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ナー学校 (Rudolf Steiner Schule Wien-Mauer), テレ
ジアヌム学園 (Theresianum Academie), ゲーテ・ギ
ムナジウム (Goethe Gymnasium), ドミニカ―ナ学園 
(Gymnasium der Dominikanerinnen), ウィーン日本人
学校 (Japanese School in Wien) 
 ・ 派遣時期及び派遣期間: 2015（平成27）年3月3日～13日
 ・ プログラム参加者数: 教員2名，学生および大学院生
11名（プログラム当時は７名が学部３年生，２名が
学部４年生，２名が修士課程１年生），長期研修教員
２名
　本プログラムは，現地校に訪問し主に日本文化におけ
る授業の実施，授業見学，児童生徒，教職員との交流が
行われた。参加学生は，授業実施を通して，現地の子ど
もたちとの触れ合いに達成感を得ながらも，英語を母国
語としない児童生徒に英語のみで授業をすることの難し
さや，現地の教員や子どもたちとの考え方の違いに触れ
ることができた。次節では，各学校の情報と訪問につい
て紹介する。
3.1ルドルフ・シュタイナー学園（2015年３月９日）
　ルドルフ・シュタイナー学園は20世紀はじめのオース
トリアの思想家，ルドルフ・シュタイナーが提唱した教
育思想に基づいた実践を行っている学校である。本学校
では，芸術を重視した実践が多く，ある諸事物の理念を
人間と結び付けて理解し，自分を活き活きした理念で満
たすことを目標としている。
図１　シュタイナー学園での授業風景と校内見学【写真】
3.1 ルドルフ・シュタイナー学園 
差し替え画像① 
差し替え画像② 
3.1 ルドルフ・シュタイナー学園 
差し替え画像① 
差し替え画像② 
　本訪問では，授業の観察や10歳から14歳の生徒児童に
日本文化についての授業を行った。また，最後には担当
教諭からの講話の時間が設けられ，参加学生にとって，
あまり馴染みのなかったシュタイナー教育における独特
な考え方に触れることができた。
 3.2ウィーン日本人学校（2015年３月５日）
　ウィーン日本人学校は，ウィーン市街に在住する日本
人児童生徒が通う学校である。本学校への訪問は，実際
の日本人学校の様子を知り，日本人学校ならではの特徴
や課題に触れることを目的に行われた。実習先では，１
日担当学級で過ごし，児童生徒や教職員との交流，授業
の見学，レクリエーションを行った。また，校長の講和
の時間も設けられた。参加学生の中には将来，日本人学
校に勤めたいという意思を持った者もおり，訪問を通し
て日本人学校の現状を把握することができた。
図２日本人学校での授業風景【写真】
3.2 ウィーン日本人学校 
差し替え画像③ 
差し替え画像④ 
3.3ゲーテ・ギムナジウム（2015年３月６日）
　ゲーテ・ギムナジウムはウィーン市内にある公立学校
である。本訪問では，本学校の児童生徒と参加学生との
交流や日本文化についての授業を行った。
　また，外国語の授業を中心にいくつかの授業も見学さ
せていただいた。授業後には担当教諭の講話も設けられ
ており，ヨーロッパでの教育や言語における政策や，公
立学校ならではの現状や課題を共有することができた。
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図３ゲーテ・ギムナジウムでの授業風景と外国語（英語）
の授業参観【写真】
3.3 ゲーテ・ギムナジウム 
画像はそのまま 
差し替え画像⑤ 
4.2015年度のウィーン＆プラハ海外教育実習
　本節では，2015年度に実施したオーストリアのウィー
ンとチェコのプラハでの海外教育実習の取り組みを紹介
する。
 ・ 交流学校などの情報（計６校）: 2014年度のウィーン
実習校５校，プラハ日本人学校 (Japanese School in 
Prague)
 ・ 派遣時期及び派遣期間: 2016（平成28）年２月29日～
３月10日
 ・ プログラム参加者数: 教員２名，学生および大学院生
９名（プログラム当時は７名が学部３年生,２名が修
士課程１年生）
4.1テレジアヌム学園（2016年３月２日）
　テレジアヌム学園はオーストリアの女帝，マリア・テ
レジアによって創設された歴史ある私立学校である。日
本でいう小学校から高等学校までの子どもたちが通って
いる。本学校への訪問では，シュタイナー学園同様に日
本文化についての授業実践を行った。授業後に学校施設
の案内や担当教諭における講話が設けられ，私立学校な
らではの教育観に触れることができた。
図４テレジアヌム学園での授業風景【写真】
4.1 テレジアヌム学園 
差し替え画像⑥ 
 
差し替え画像⑦ 
 
 
 
画像の大きさなどは自由に変えて頂いて結構ですので。お手数をお掛け致しますが、どう
ぞよろしくお願い致します。 
 
4.2プラハ日本人学校（2016年3月8日）
　プラハ日本人学校は，ウィーン市街に在住する日本人
児童生徒が通う学校である。ウィーンに加え本学校も訪
問の理由の1つとして，日本人学校も場所によって特色
も抱える問題も様々であるという認識をすることがあっ
た。校長先生の講話や授業見学を通して，ウィーンとは
異なった日本人学校の一面を見ることができた。
図5日本人学校での校内見学と校長先生の講話【写真】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 日本人学校での校内見学と校長先生の講話【写真】 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 日本人学校での校内見学と校長先生の講話【写真】 
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5.海外教育実習プログラム実施の成果と展望
　本プログラムでは，終了後に参加者による各学校での
活動についてのまとめ，実践の振り返りなどを作成して
いる。本節では初めに，2014年度および2015年度の参加
者による活動の振り返りを抜粋して紹介し，参加者自身
の感じる本プログラムを通した成長や学びについて議論
する。
学生 A （2014年度参加・大学院生）
　“以前にも海外で授業をおこなうプログラムに参加し
たことがあるが，現地の教育システムのことなどは学ぶ
ことができなかったので，今回初めて授業を見せてもらっ
たりすることで，ウィーンでの教育について知ることが
でき，また現地の学校の先生方とのディスカッションを
通して，より深く学ぶことができたのではないかと思う。”
学生B （2015年度参加・学部生）
　“本研修で最も印象に残っているのは，現地校の先生
がおっしゃった「わたしたちにとっては，英語は話せて
当たり前なのです。」という言葉です。ウィーンやプラ
ハには，母語や生まれた土地など，多種多様なバックグ
ラウンドを持った人々が生活し国を支えています。その
社会の中で英語を話せないということは，自らのアイデ
ンティティーが形成されず，「生きる」ということが難
しくなるのではないか，と感じました。”
　振り返りの中で，学生A，学生Bの両名は現地校の教
員とのディスカッションを通した学びについて言及した。
特に，教育の根底にある社会的バックグラウンドや国に
よって異なる教員の職業の在り方など，現地に赴いて初
めて知ることのできる各国の教育事情を深く学べるとい
う利点が挙げられている。
　また，学生が現地校で行った日本文化についての授業
実践に関連して，学生Cは英語を使って日本の文化を指
導することの難しさに言及している。実習生が日本国内
で経験している指導実践では，実習生，生徒は互いに日
本語という共通の第一言語を持つため，指導が難しい場
面では日本語を用いて授業をすすめることができる。し
かしながら，海外教育実習における指導実践では実習生，
生徒ともに第二言語である英語が共通の言語となり，ま
た文化的背景知識も異なる。そのような場面でいかにわ
かりやすい指導ができるかということが参加した実習生
には求められている。
学生C （2014年度参加・学部生）
　“現地の子どもたちにとっては文化背景が異なるので
最初の導入からできるだけわかりやすく印象に残ること
をする必要があった。さらに，英語で授業をするにあ
たって，現地のこどもたちにとっても英語は第二言語で
あるためレベルに合わせて授業をしていくことは容易な
ことではない。大学で，模擬授業をしたことはあったが，
場合によっては臨機応変に日本語で補うことや日本的な
文化背景に頼って授業をすすめることもできる。しかし，
英語を言い換えるときも伝わる英語で話すためには，英
語のみならず，身ぶり手ぶりなどの非言語によるノンバー
バル・コミュニケーションもとても重要な役割を果たす
ことに気がついた。そのことがあってはじめて，文化を
超えたコミュニケーションにつながると感じた。”
さらに，効果検証の一環として，本プログラムの参加者
を対象にHonda, Aoyama, Tadokoro, & Kida (2017) は
海外での高度教育実践を通した教育実習生の自己概念の
変容を調査した。その結果，海外教育実習の経験は実習
生の英語を使った指導に関連した自己と，実習生自身の
言語使用に関連した自己の両側面に影響を与えていると
いうことが明らかとなった。特に，現地校での英語の授
業観察を通した理想の「なりたい」教師像 (=ideal self) 
の発見や，自身の授業実践の反省から生まれた「ならな
ければいけない」教師像，言語使用者としての像 (=ought 
self) の発見など，教師としての成長と言語使用者とし
ての成長の両側面に対しての影響が観察されている。
　これらの点をさらに伸ばす教員養成のカリキュラムに
ついて，Honda et al. (2017) は，英語科教育実習生が教
授法などの知識と共に自身の英語運用能力を高める機会
の必要性など，既存の国内での教育実習を含めた教員養
成に関する授業の在り方に対して提案しており，既存の
教育実習と海外教育実習の両立したカリキュラムについ
ての議論が今後重要になると考えられている。
6.まとめ
　本稿は，2014年度と2015年度に実施した海外教育実習
の取り組みとその成果を報告し，参加した学生の振り返
りを通して，学生の成長と学びを議論した。今後ますま
す教員養成のための海外教育実習が議論され，日本の教
員養成全体のなかで他の教育実習と有機的な関連が図
られることを願ってやまない。また，中央教育審議会 
（2015） の教員の資質向上で議論された「組織的・協働
的に諸課題の解決に取り組む力」というのは海外教育実
習のような高次元の実習から得られることが多い。「高
度な専門的職業としての教師像の確立」や「学びの専門
家，また学び続ける職業人として社会的尊敬の対象とな
る新たな教師像の確立」のためには相当の時間と労力が
必要である。さらには，教員養成・任用・研修の一体改
革も必要である。そのための教員養成のシステムの確立
が求められる。このような諸課題を考慮し，長期的な成
長モデル（学びの継続性と発展性）を見通した教員養成
に関する枠組みの一つとして「海外教育実習」を提案した。
今後は長期的な成長モデルに資する教員養成に向け，さ
まざまな手段によって発展を目指していくことが期待さ
れる。しかしながら，提示した海外教育実習には改良の
余地がある。さらに，学習指導要領の改訂や教職免許法
の改正などの今後の教育行政の動向によって，対応する
ことにならざるを得ない。新たな教員養成に対応するた
め，大学として何ができるか，何をなすべきか，改めて
検討する必要があるよう思われる。本稿で提示した「海
外教育実習」が，そのための一助となれば幸いである。
謝辞
　本稿の作成にあたり，オーストリア・ウィーンとチェ
コ・プラハ市内の学校および関係者の皆様の全面的なご
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資料１:千葉大学大学院教育学研究科学校教育学専攻
「海外教育実習」シラバス例
授業の到達目標及びテーマ: 異文化理解学習，国際理解
教育，中学校および高等学校英語科などにおいて，教え
る英語力を身につける。第二言語学習の指導理論を理解
するとともに，英語などを用いて異なる文化や言語をも
つ教員と学び合い，協働して授業を構築することができ
る。海外教育実習をとおして，日本の教育のあり方を外
から見つめ，グローバルシチズンを育てる教員としての
資質を身につける。
授業の概要: 海外教育実習の準備として，英語を用いた
外国教育機関との手紙のやりとりや，英語を媒介言語と
した授業づくりをする。また，訪問国についての事前の
調査や討論を通して，訪問先での初等および中等教育に
ついての見識を深め，使用されている教科書・副読本な
どの資料を収集する。ICTなどを活用しての教材を作成
し，訪問国に送付する指導案を検討する。海外教育実習
に参加し，訪問先の中学校および高等学校での授業観察
と，英語を媒介言語とした授業実践を行う。また，異文
化交流や授業実践，討論などで気づいたことをまとめ，
ティーチング・ジャーナルを作成する。最後に，海外教
育実習の成果を分析するとともに，報告会を開催する
　参考書・参考資料等: 訪問先で使用されている教科書・
副読本などの資料，過去の海外教育実習『報告書』
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資料２:2015年度ウィーン・プラハ海外教育実習指導案（例）
資料 2: 2015年度ウィーン・プラハ海外教育実習指導案（例） 
TEACHING PLAN 
Xxxxx XXXXXX (学生氏名) 
Xxxxxx XXXX (学生氏名) 
Date: March 1st 
1. Teaching Material: Festivals in Japan 
2. Aims 
・To have an interest in Japanese culture. 
・To get to know about Japanese festivals. 
3. Procedure (45 minutes) 
 
資料 3: 2015年度ウィーン・プラハ海外教育実習スケジュール 
2 月 29 日（月） 集合 成田発・ウィーン着 授業準備 
3 月 1日 （火） Rudolf Steiner-Schule Wien-Mauer 訪問 
3 月 2日 （水） Theresianum Akademie 訪問 
3 月 3日 （木） Goethe Gymnasium 訪問 
3 月 4日 （金） ウィーン日本人学校訪問 
3 月 5日 （土） 学校訪問の振り返り 
3 月 6日 （日） プラハへ移動（鉄道） 
Time Procedure Students’ Activity Teachers’ Assistance 
3 Greetings Greetings in English. 
Greetings in German. 
Greet in Japanese 
7 Warm-up Listen to teachers’ self-
introduction. 
Listen to the introduction 
about Japan. 
Self-introduction 
Introduce Japan to 
students 
12 Introduction about Japanese festival. 
Introduction about “妖怪” 
Listen to the introduction 
about Japanese festivals. 
Listen to the introduction 
about “妖怪”. 
Introduce Japanese 
festivals 
・Yukata 
・Happi 
・Japanese “taiko” 
・Fireworks 
・Wanage 
・Mask 
・Youkai 
20 Activity Have an experience of 
Japanese festival events. 
・Make a Youkai mask. 
1. Listen to the instruction 
2. Color students’ own 
Youkai mask 
3. Make a mask 
4. Put Youkai mask on 
・Play 輪投げ game 
Introduce how to make 
Youkai masks. 
 
Explain the rules of 
Wanage game. 
2 Consolidation Listen to the summary of the 
lesson 
Explain clearly and 
concisely 
1 Closing   
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